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わ
た
し
た
ち
は
、
し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
を
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差

別
を
解
消
し
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
共
に
生
き
る
豊

か
な
社
会
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と
に
は
敏
感
で
す
が
、

他
人
の
痛
み
や
悲
し
み
に
つ
い
て
は
見
逃
し
が
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
こ
ろ
の
ど
こ
か
に
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
か
ぎ
り
、
偏
見
や
差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

８
月
は
『
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
』
で
す
。
今
回
は
、
共

生
社
会
の
実
現
を
自
ら
の
課
題
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

８

月

は

同

和

問

題

啓

発

強

調

月

間

特　
集
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他人ごとでは
ありません

同和問題は『差別される
人』の問題ではなく、『差
別する人』の問題です。
一人ひとりが自分自身の
問題として考えることが
必要です。

基本的人権の
侵害です

身元調査などによって、
希望する就職や結婚など
が妨げられるという差別
の現実があります。心理
的差別の解消が課題とさ
れています。

正しい理解と
認識が必要です

誤った意識や偏見などに
惑わされず、差別を見抜
き、差別を許さない強い
心を養いましょう。わた
したち一人ひとりの幸せ
のために。

日本固有の
人権問題です

同和問題とは、同和地区出
身であることや、そこに住
んでいることなどを理由に
差別を受け、市民的権利と
自由を完全に保障されてい
ないという社会問題です。

わわたたししたたちち一一人人ひひととりりのの問問題題でですす

特集 みんなで考えよう人権・同和問題
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家 族 や 地 域 の 温 か い 支 援

自　　立

自己現実

ケ　　ア尊　　厳

参　　加

豊かな経験

ボランティア
自己の可能性の発展

人生の先輩 家族・共同体の介護

■高齢者との共生■高齢者との共生

それぞれの経験や能力を生かして 高齢者は社会を支える重要な一員

■障害のある人との共生■障害のある人との共生
障害のある人の希望をこばむ４つの壁（バリア）

共に社会の一員として

リハビリテーションの考え方

障害のある人が

社会生活に参加

するための治療、

訓練を優先する

考え方

障害の有無や性別、国

籍などの違いに関わら

ず、すべての人が同じ

ように活動し生活でき

る社会こそ正常な社会

であるという考え方

（等生化）

ノーマライゼーションの考え方

【障害のある人】 身体障害　　・　　知的障害　　・　　精神障害

社 会 参 加 の 希 望
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◆
同
和
問
題
講
演
会

▼
日
　
時

８
月
23
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分

〜
午
後
３
時
40
分

▼
会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
　
無
　
料

▼
内
　
容
　

■
講
演
会
■

●
テ
ー
マ
　
『
人
生
い
つ
だ
っ
て

や
り
直
し
は
で
き
る
』

●
講
　
師
　
創
作
舞
踊
家

花
柳
幻
舟
さ
ん

■
ふ
れ
あ
い
啓
発
映
画
上
映
会
■

●
作
　
品
　
『
結
婚
』

伊伊
万万
里里
市市
でで
はは

■
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
■

●
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
、
小
・
中
学
生
の
人

権
作
品
、
啓
発
資
料
な
ど
の
展
示

◆
同
和
問
題
講
演
会

▼
テ
ー
マ
　
『
昨
日
の
自
分
よ
り
　
今
日
の

自
分
が
好
き
〜
同
和
問
題
解
決
の
主
体
者

と
し
て
生
き
る
喜
び
』

▼
講
　
師
　
森
口
健
司
さ
ん

▼
日
　
時

８
月
４
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜

▼
会
　
場
　
武
雄
市
文
化
会
館

▼
入
場
料
　
無
　
料

市
や
県
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

に
あ
た
り
、
各
種
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 佐佐

賀賀
県県
でで
はは

同同
和和
問問
題題
啓啓
発発

強強
調調
月月
間間
中中
のの
催催
しし

このような問題を解決するためには、多様な文化、習慣、価値観を尊重し、
共に地域に暮らす仲間として外国人を受け入れていくことが大切です。

こんなことが・・・？
『外国人の人権問題』

●住居が借りられないことがある。

●公衆浴場への入浴を拒否されることがある。

●職場の中で不当な扱いを受けることがある。

●言語、習慣、価値観の違いによるいじめがある。

●外国人についてあらぬ噂が広まったりすることがある。

このような閉鎖的な態度や差別は、外国人の人権を傷つけるも

のです。もし、あなたが外国で生活することになったとき、外国

籍であるということだけで、このような不合理な扱いを受けると

したらどんなに苦しく悲しいことでしょう。

どうしてアパートを

借りられないの？

◆
問
合
先

▼
市
生
涯
学
習
課

（
牲
@3
２
１
１
１
内
線
４
６
１
）

▼
市
人
権
・
同
和
対
策
課

（
牲
@3
２
１
１
１
内
線
２
４
４
）

▼
県
人
権
・
同
和
対
策
課

（
牲
０
９
５
２
@5
７
０
６
３
）

特集 みんなで考えよう人権・同和問題
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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父
母
の
離
婚
や
父
の
死
亡
、
１
年
以
上

の
遺
棄
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
し
な
い
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
、
ま
た
は
20
歳
未
満

の
障
害
児
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は

養
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
公
的
年
金
の
受
給
者
は
該
当
し
ま
せ
ん

▽
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
部
支
給
や
全
額
支

給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
所
得

の
範
囲
に
は
養
育
費
を
含
み
ま
す
）

▽
世
帯
を
分
け
て
い
て
も
同
居
の
家
族
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
所
得
に
よ
り
全
額

支
給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▽
母
子
家
庭
と
な
っ
て
、
平
成
15
年
４
月

１
日
現
在
で
５
年
を
経
過
し
た
人
は
該

当
し
ま
せ
ん

◎
新
規
申
請

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
申
請
を
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

◎
手
当
額

▽
全
額
支
給
の
場
合

月
　
額
　
４
万
１
８
８
０
円

▽
一
部
支
給
の
場
合

月
　
額
　
４
万
１
８
７
０
円
〜９

８
８
０
円

▽
加
算
額

・
第
２
子
　
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円
の
加
算

◎
資
格
喪
失
届

資
格
が
喪
失
し
た
と
き
は
、
必
ず
資
格

喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
を
受
け
て
い
る

と
、
資
格
喪
失
事
実
の
発
生
の
翌
月
分

か
ら
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

資
格
が
喪
失
す
る
の
は
、
次
の
場
合
な

ど
で
す

▽
受
給
者
や
対
象
児
童
が
婚
姻
（
事
実
婚

を
含
む
）
し
た
と
き

▽
受
給
者
や
対
象
児
童
が
公
的
年
金
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
受
給
者
の
生
計
と
別
に
な

っ
た
と
き

▽
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き

児
童
扶
養
手
当
と
は
…
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インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
…

■ひとり親家庭等
医療費助成とは…

◎助成対象者
母子・父子家庭の父母とその養育する児童、父母のいない児童、一人暮らしの

寡婦で所得が一定基準（児童扶養手当の所得制限と同じ）を超えない世帯

◇母子・父子家庭の父母
20歳未満の児童を養育している人

◇児　童
18歳に達した日の属する年度の末日までの間にある人

◇一人暮らしの寡婦
かつて母子家庭の母であった人で、同一の住居に居住す

る人や生計を同じにする人がいない女性

老人保健に該当しない人で各種健康保険の被保険者本人

※所得制限
世帯を分けていても同居の家族がいる場合は、その所得

により医療費の助成を受けられない場合があります

◎助成額
受給資格者が医療機関などで受診し、支払った各種健康保険による医

療費から１人１月５００円の自己負担金を控除した額
※自己負担金
１か月に数か所の医療機関で受診されても控除額は５００円です

◎助成金申請の期限

医療機関などで受診された月の翌月の初日から起算して１年以内

身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育

者
に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
と
な
る
児
童
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
新
規
申
請

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る

と
、
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す

◎
手
当
額

▽
１
級
（
重
度
）
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

月
　
額
　
５
万
９
０
０
円

▽
２
級
（
中
度
）
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

月
　
額
　
３
万
３
９
０
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
支
給
停
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

◎
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要

で
す

▽
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き

▽
対
象
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
住
所
変
更

を
し
た
と
き

▽
対
象
児
童
の
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た

と
き

▽
引
き
続
き
手
当
て
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
（
再
診
断
）

母子・父子家庭の父母および児童な

どが各種健康保険により病院などの

医療機関で診療を受けた場合、医療

費の自己負担分の一部を助成します。

医療費の助成を受けるためには、受

給資格の認定申請が必要です。
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の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
問
合
先

情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
牲
@3
２
１
１
１
内
線
２
２
５
）

市
は
、
公
正
で
よ
り
開
か
れ
た
市
政

の
実
現
を
め
ざ
し
、
情
報
公
開
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
開
示
請
求
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
情
報
公
開
請
求
の
内
訳

◆
市
長
に
対
し
て
（
３
件
）

▽
①
平
成
７
年
度
立
花
台
地
第
２
期
開

発
事
業
宅
地
造
成
工
事
写
真
管
理

１
〜
４

②
変
更
設
計
書

▽
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
の
状
況
（
過
去

３
年
分
）

▽
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
に
関
す

る
『
小
黒
川
地
区
』
の
平
成
14
年
度

決
算
書
の
公
開
請
求

◆
議
長
に
対
し
て
（
１
件
）

▽
平
成
15
年
度
政
務
調
査
費
の
公
開
請

求
◆
消
防
長
に
対
し
て
（
２
件
）

▽
弁
護
士
法
23
条
の
２
第
２
項
に
基
づ

く
照
会
２
件

◆
教
育
長
に
対
し
て
（
１
件
）

▽
学
校
給
食
献
立
表
ほ
か

平
成
17
年
１
月
の
住
民
票
発
行
に
係
わ

る
書
類
一
式

■
伊
万
里
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会

（
平
成
15
年
８
月
設
置
）

市
が
保
有
す
る
情
報
を
目
的
外
利

用
・
外
部
提
供
な
ど
を
す
る
場
合
は
審

査
会
で
諮
問
・
答
申
し
ま
す
。

市
は
、
保
有
す
る
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
に
伊
万
里
市
個
人
情
報
保
護

条
例
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
運
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
開
示
請
求
の
内
訳

◆
市
長
に
対
し
て
（
１
件
）

▽
自
分
に
か
か
る
平
成
16
年
10
月
か
ら

情

報

公

開

制

度

個

人

情

報

保

護

制

度

情
報
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度
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緊急時には携帯電話でも
情報が入手できます

地震発生などの緊急時に限り、携帯電話のホームペー

ジを開設します。

外出時の情報収集にお役立てください。

ホームページのアドレスは次のとおりです

http://www.city.imari.saga.jp/keitai/index.html

緊急時のために携帯電話に登録をお願いします。

（携帯電話の機種により、登録の仕方が異なりますので

登録の際は、それぞれの取扱い説明書をお読みください）

◆　　　　　携帯電話用ホームページ開設!緊急時

～ぼうさい・ご近所お助け隊～
伊万里市地区防災会発会式

道路利用者の視点から
『交通安全総点検』

【問合先】
情報広報課　情報推進係
牲@3２１１１内線４０７

自治会単位でつくる自主防災組織『地区防災会』

が市内全区に設立され、７月１日、市役所で発会式

が行われました。これは、地域住民が組織的に災害

時要援助者（お年寄りや障害者など）への支援や災

害情報の収集伝達などの自主防災活動に取り組むた

め伊万里市区長会連合会（前田博会長）が主体とな

って設立されたものです。発会式では、防災委員の

巡回用ヘルメット、防水ライト、腕章が支給され、

塚部市長は「地域に精通した住民の防災組織はたい

へん心強い」と挨拶しました。

地域住民と各行政機関で歩道などの安全を確

認する『交通安全総点検』が６月28日、市街

地を中心に行われました。

参加した約90人は３グループに分れ、伊万

里駅周辺の国道、県道、市道などを歩いて点検。

参加した高齢者や車いす利用者、視覚障害者ら

がバリアフリーの視点から歩道の段差などを指

摘。また、各グループからは、路面の傷みや側

溝の穴など歩行の障害を各道路管理者に報告し

ました。

●防災用具は宝くじの助成金で購入したものです
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～数字から明日の日本を夢デザイン～
2005 国勢調査

伊万里の夏を楽しく過す
イマリンビーチ・キャンプ場

10月１日（土）に平成17年国勢調査を実施します。

国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象と

なり、その結果は、我が国の人口・世帯の最新の実態

を明らかにし、少子高齢社会への取り組みや皆さんの

まちづくりに活かされます。

皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

黒川町の人工海水浴場『イマリンビーチ』で

７月１日海開きがありました。海開き式では、

遊泳期間中の安全を祈願したあと、黒川町・波

多津町内から園児約140人が地引き網に挑戦

し、今年の初泳ぎを楽しみました。
● 利用期間：８月31日まで（62日間）
● 利用料金：休憩施設1,000円／区画（４人）

シャワー200円／３分　など

◆予約・問合先　イマリンビーチ管理事務所

（牲０８０‐５２０６‐２５２７）

大川内山キャンプ場が７月15日オープンしま

した。利用期間は、９月５日までの53日間。

施設は、１基10人まで利用できるテントプレ

ース15基（１泊2,100円）を備え、研修室、大

小休憩室、炊飯施設も完備しています。また、

宿泊だけではなく休憩としての利用もできます。

※宿泊：午後５時から翌朝の午前10時までの

間に使用すること

◆予約・問合先　大川内山キャンプ場管理事務

所（牲０９０‐２０８２‐９５１３）

【問合先】
情報広報課　市民サービス係
牲@3２１１１内線225・226
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住みたいまち

行きたいまち

伊万里

伊万里市は、市民にとって
『住みたいまち』、訪れる人に
とって『行きたいまち』とな
る魅力ある伊万里市を市民の
皆さんとともに創りあげたい
と考えています。
このコーナーでは、伊万里

市の魅力や新しい魅力となる
事業などを紹介します。

伊
万
里
駅
前
道
路
が
国国
土土
交交
通通
大大
臣臣
賞賞

全
国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル

市
の
都
市
計
画
道
路
伊
万
里
駅

前
線
整
備
事
業
が
、
第
17
回
全
国

街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
街

路
事
業
促
進
協
議
会
主
催
）
の
最

高
賞
と
な
る
国
土
交
通
大
臣
賞
に

選
ば
れ
、
６
月
16
日
、
東
京
都
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
整
備
事
業
は
、
国
道
２
０
２

号
と
中
心
市
街
地
を
南
北
に
結
ぶ

３
５
４
㍍
の
伊
万
里
駅
前
線
と
駅

前
広
場
の
整
備
な
ど
3.6
㌶
を
一
体

的
に
整
備
し
た
事
業
。
平
成
10
年

10
月
よ
り
着
工
し
、
平
成
16
年
３

月
に
完
成
。
総
事
業
費
は
、
29
億

３
９
０
０
万
円
。
こ
れ
ま
で
市
街

地
を
南
北
に
分
断
し
て
い
た
鉄
道

を
Ｊ
Ｒ
駅
と
Ｍ
Ｒ
駅
に
切
り
離
し

そ
の
間
を
貫
抜
い
た
こ
と
で
、
駅

か
ら
国
道
ま
で
最
大
15
分
か
か
っ

て
い
た
所
要
時
間
を
３
分
の
１
に

短
縮
。
歩
道
は
、
安
全
性
と
景
観

に
配
慮
し
、
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
が
見

や
す
い
焼
物
の
廃
材
（
セ
ル
ベ
ン
）

を
混
入
し
た
透
水
脱
色
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
と
自
然
石
舗
装
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
街
路
灯
に
は
、

伊
万
里
焼
の
陶
板
72
枚
を
設
置
す

る
な
ど
『
伊
万
里
ら
し
さ
』
を
演

出
す
る
街
路
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。全

国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
対
象
事
業
を
こ
れ
ま
で
の
前

年
度
完
成
し
た
事
業
か
ら
、
今
後

は
、
完
成
後
１
年
間
事
業
効
果
の

検
証
期
間
を
置
い
て
応
募
す
る
方

式
に
変
更
す
る
た
め
、
今
年
に
限

っ
て
、
昭
和
63
年
度
か
ら
平
成
15

年
度
ま
で
に
完
成
し
た
す
べ
て
の

事
業
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
各
自
治
体
の
推
薦
し
た
18

事
業
の
応
募
が
あ
り
、
同
整
備
事

業
は
『
伊
万
里
ら
し
い
歴
史
的
背

景
と
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
』
と
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

◆伊万里川河畔を清掃
７月10日、伊万里商業高校の
生徒と保護者は自分の出身地
域に分かれ、約20か所の清掃
を行いました。伊万里川河畔
も約80人が参加し、草むしり
やゴミなどを拾いました。

伊
万
里
焼
の
陶
板
を
設
置
し
た
街
路
灯
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イ
ス
ノ
キ
は
イ
ス
ノ
キ
属
マ

ン
サ
ク
科
の
常じ

ょ
う

緑り
ょ
く

高こ
う

木ぼ
く

で
西

南
日
本
の
暖
帯
林
（
照
葉
樹
林
）

の
代
表
的
な
樹
で
す
。
瀬
戸
町

早
里
と
黒
川
町
黒
塩
の
間
の
国

道
２
０
４
号
線
の
カ
ー
ブ
の
東

側
に
大
木
が
あ
り
ま
す
。
樹じ

ゅ

高こ
う

約
13
㍍
、
目め

通ど
お

り
幹
回
り
（
目

線
の
高
さ
の
幹
回
り
）
約
2.5
㍍
、

推
定
樹
齢
約
二
百
年
で
、
県
下

屈
指
の
大
き
さ
で
す
。

別
名
『
ヒ
ョ
ン
の
木
』
と
か

『
猿さ

る

笛ほ

の
木
』
と
い
い
ま
す
。

猿
笛
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
寄
生
し

て
葉よ

う

芽が

が
異
常
成
長
し
た
も
の

で
虫ち

ゅ
う

嬰え
い

（
虫
こ
ぶ
）
と
も
い
い

ま
す
。
中
が
空
洞
で
、
表
面
に

穴
が
あ
い
て
い
る
の
で
、

吹
く
と
笛
の
よ
う
に

『
ヒ
ョ
ン
』
と
い
う
音
が

で
ま
す
。

イ
ス
ノ
キ
の
樹
皮
を

焼
く
と
柞ゆ

す

灰ば
い

が
と
れ
ま

す
。
柞
も
イ
ス
ノ
キ
の

別
名
で
、
柞
灰
は
磁
器
の
釉ゆ

う

薬や
く

の
原
料
と
し
て
、
江
戸
時
代
に

さ
か
ん
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
木
質
が
堅
い
の
で
ロ
ク
ロ
の

芯
材
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
や

き
も
の
づ
く
り
と
関
わ
り
が
深

い
の
で
す
。

伊
万
里
地
方
の
自
然
植
生
で

は
珍
し
く
な
い
木
の
は
ず
で
す

が
、
市
内
で
は
神
社
の
周
囲
な

ど
開
発
を
免
れ
た
場
所
で
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
わ
り
の
樹
木
を
含
め
、
暖

か
い
地
方
の
海
岸
の
林
の
典
型

例
と
し
て
、
平
成
８
年
に
伊
万

里
市
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

は
や

り

り
ん

そ
う

し
ょ
う
よ
う
じ
ゅ

伊
万
里
市
の
文
化
財
⑤

部
市
長
と
一
緒
に
く
す
玉
を
割
っ

て
お
祝
を
し
ま
し
た
。

こ
の
『
☆
ま
つ
り
』
に
は
、
図

書
館
を
拠
点
に
活
動
す
る
サ
ー
ク

ル
な
ど
20
以
上
の
団
体
が
参
加
。

バ
ザ
ー
や
押
し
花
教
室
な
ど
が
行

わ
れ
、
自
転
車
紙
芝
居
で
は
水
飴

も
配
ら
れ
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

ま
た
、
い
す
の
木
合
唱
団
の
コ
ー

ラ
ス
は
、
館
内
に
美
し
い
歌
声
を

響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

市民図書館10歳の
誕生をみんなでお祝

図書館☆
ほし

まつり

今
年
で
開
館
10
周
年
を
迎
え
た

市
民
図
書
館
の
誕
生
日
を
祝
う

『
第
10
回
図
書
館
☆
（
ほ
し
）
ま

つ
り
』
が
７
月
９
日
、
10
日
の
２

日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多

彩
な
催
し
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
伊
万
里
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
る
中
、
図
書

館
と
同
じ
年
に
な
る
平
成
７
年
に

生
ま
れ
た
伊
万
里
小
学
校
の
池
田

稜
く
ん
と
野
村
星
夏
さ
ん
が
、
塚

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会

伊
万
里
市
の
碑
文
発
刊

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
（
加
藤

智
己
会
長
）
は
、
発
足
45
周
年
と

伊
万
里
市
制
50
周
年
を
記
念
し
て

『
伊
万
里
市
の
碑
文
』
を
発
刊
し

ま
し
た
。
碑
は
、
郷
土
の
発
展
に

貢
献
し
た
人
た
ち
の
遺
徳
を
顕
彰

し
た
り
、
耕
地
整
理
な
ど
の
完
成

を
記
念
し
た
も
の
な
ど
、
先
輩
た

ち
の
涙
と
汗
の
結
晶
だ
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
偉
業
を
少
し

で
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
よ
う
と
発
刊
さ
れ
た
も

の
で
す
。

◆
問
合
先

伊
万
里
市
郷
土
研
究

会
（
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

牲
@2
１
２
６
２
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大川内町のログハウス『ひみつ子ども基地』で『地
域子ども教室び・ぶ・べ』がありました。これは、伊
万里子ども劇場が子どもたちに自然のなかで遊べるよ
うにと開かれたものです。参加した親子15人は、竹や
木で水遊びの道具を作って楽しく遊んでいました。

第39回全国建具展示会で、部門２位の農林水産大臣
賞を受賞した大坪町の松尾克美さんと、林野庁長官賞
を受賞した山代町の石井敏明さんが受賞の報告に市役
所を訪れました。松尾さんは初出品から10年連続入賞
の快挙。二人の『匠の技』が高い評価を受けました。

『匠の技』全国建具コンクール入賞

６.29

松浦町の農業体験『畑の学校』
松浦町の農家女性でつくる『根っこの会』は地元の

小学生を招いて農業体験イベント『畑の学校』を開き
ました。参加した子どもたちは、会員の指導のもとサ
ツマイモの苗の植え付けを体験。昼食は『松浦の里』
で地元野菜を使ったカレーを食べました。

６.28

2005いまり浪漫大学開校！
２００５（平成17年度）いまり浪漫大学の第１回講

座が伊万里市民会館で行われました。この日、講演し
たのは、女優の岸田今日子さん。『道草をくいながら』
と題して、何もとりえのなかった自分が美術を好きに
なり、舞台芸術家をめざし、１度だけということで役
者として初舞台を踏み、演劇が好きになり、女優にな
った人生を楽しく語りました。また、講演中に一人芝
居も披露するなど会場の市民を魅了しました。

子どもたちに『遊び・遊ぶ・遊べ』

６.26

６.25
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火災現場での初期消火に感謝状贈呈

目の不自由な人の立場になって
アイマスクをつけて街を歩く『第11回白い杖で街を

歩こう会』がありました。これは視覚障害者の会が歩
きやすい街づくりをめざし企画したもので、参加した
小中高校生などは、市民センターから伊万里玉屋まで
の道のりを目の不自由な人の立場になって歩きました。

６月５日、大川町で発生した建物火災で、現場付近
で仕事をしていた同町川原の池田春雄さんが、火災を
発見し消防署へ通報。消防隊到着までに古毛布や農業
用肥料を火元にかぶせ延焼を食い止め鎮火させ、消防
長から感謝状が贈呈されました。

秘窯の里大川内山で８月31日まで開かれる『風鈴ま
つり』のオープニングセレモニーで、磁器碗を使った
『碗琴コンサート』がありました。碗琴奏者で知られる
有田町の筒井孝司さんの奏でる碗琴の涼しげな音色に、
観光客も足をとめ聞き入っていました。

秘窯の里に響いた『碗琴の音色』

６.28

６.19

６.19

テ
ロ
リ
ス
ト
侵
入

伊
万
里
湾
を
封
鎖
せ
よ
！

国
際
テ
ロ
対
策
合
同
訓
練

伊
万
里
港
は
、
コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設
な
ど

で
国
際
港
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
の

伊
万
里
港
に
『
テ
ロ
リ
ス
ト
が
侵
入
し
た
』

と
の
想
定
で
、
国
際
テ
ロ
対
策
合
同
訓
練
が

久
原
南
ふ
頭
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓

練
に
は
、
県
警
、
唐
津
海
上
保
安
部
、
税
関
、

入
国
管
理
局
な
ど
11
機
関
総
勢
１
６
０
人
が

参
加
。
容
疑
船
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
巡
視
船

な
ど
で
威
嚇
射
撃
し
、
船
内
に
乗
り
込
み
テ

ロ
リ
ス
ト
を
逮
捕
す
る
な
ど
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
行
動
に
周
囲

は
緊
張
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

６.17

船内検索でテロリ
ストの身柄を確保し
連行する様子

爆弾処理車も出動
し爆発物を処理

ウォーターボーイズ監督から技術指導
映画づくりに挑戦している伊万里中学校で、『伊万里

わくわく映像塾』が企画した、映画ウォーターボーイ
ズ撮影監督の長田勇市さんと波多津町出身で特撮CGを
手掛ける井手広法さんによる特別授業がありました。
授業では、撮影の仕方などプロの指導を受けました。

６.23

税

税
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前
田
乙
一
郎
さ
ん
（
立
花
台
１

丁
目
）
が
６
月
18
日
、
め
で
た
く

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚

部
市
長
か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

乙
一
郎
さ
ん
は
、
現
在
、
市
外

の
病
院
に
入
院
中
で
す
。
少
々
耳

が
不
自
由
な
も
の
の
顔
色
も
よ
く

お
元
気
で
、
好
き
嫌
い
も
な
く
何

で
も
よ
く
食
べ
、
日
課
は
テ
レ
ビ

を
観
る
こ
と
。
特
に
歌
番
組
や
お

笑
い
番
組
が
大
好
き
で
、
自
分
で

も
歌
っ
た
り
、
た
ま
に
冗
談

を
言
っ
て
笑
わ
せ
て
い
る
そ

う
で
す
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
乙

一
郎
さ
ん
の
首
に
か
け
て

「
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
声
を
か
け
る
と
、

乙
一
郎
さ
ん
は
に
っ
こ
り
と

し
た
表
情
で
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
う
れ
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま

し
た
。

を
離
れ
、
共
同
生
活
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。
ま
た
、

自
主
性
や
自
発
性
、
協
調
性
を
養

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
て

『
立
花
地
区
生
活
体
験
通
学
合

宿
』
が
７
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で

立
花
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
親
元

う
と
と
も
に
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に

と
『
立
花
っ
子
わ
い
わ
い
広
場
実

行
委
員
会
』
と
立
花
地
区
子
ど
も

会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

参
加
し
た
立
花
小
学
校
の
４
年

生
か
ら
６
年
生
の
児
童
33
人
は
、

４
泊
５
日
の
期
間
中
、
食
事
や
洗

濯
、
掃
除
な
ど
身
の
回
り
の
ほ
と

ん
ど
を
自
分
た
ち
で
行
い
ま
し

た
。
「
包
丁
を
初
め
て
使
っ
た
」

「
洗
濯
を
し
た
の
は
初
め
て
」
と

い
う
子
ど
も
た
ち
も
合
宿
が
進
む

に
つ
れ
て
手
際
良
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

身
の
回
り
の
事
は
い
く
ら
か
手
伝

う
よ
う
に
し
た
い
」
と
子
ど
も
た

ち
は
話
し
て
い
ま
し
た
。



ぼ
く
は
、
最
近
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
て
、
今
日
は
じ
め
て
お
外
で

歩
い
た
ん
だ
。
最
初
は
、
お
姉
ち

ゃ
ん
に
手
を
つ
な
い
で
も
ら
っ
て

た
け
ど
、
嬉
し
く
て
は
し
ゃ
い
で

い
た
ら
何
度
も
転
ん
だ
け
ど
泣
か

な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
お
と
う
さ
ん

お
か
あ
さ
ん
、
今
度
お
外
で
は
く

か
っ
こ
い
い
靴
買
っ
て
ね
。

松
まつ

本
もと

渚
なぎさ

さん(23歳) 山
やま

口
ぐち

響
ひびき

くん

い
つ
も
歌
を
聴
い
て
元
気
に
踊

る
響
。
そ
ん
な
響
の
笑
顔
に
毎
日

い
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
の
素
敵
な
子
で
い
て
ね
。

★
お
仕
事
は

1
佐
賀
銀
行
伊
万
里
支
店
に
勤

め
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
融
資
の
窓
口

に
い
ま
す
。
大
変
な
仕
事
で
す

が
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
い

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

★
休
み
の
過
ご
し
方
は

友
人
と
福
岡
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
休
日
前
な
ど
は
、
ち
ょ
っ

と
お
酒
を
飲
み
に
行
っ
た
り
も

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
今
年
の

夏
は
、
海
に
泳
ぎ
に
行
く
計
画

も
で
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。

★
将
来
の
夢
は

セ
レ
ブ
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

★智弘・由紀子さんの長男

★東山代町脇野

★黒川町浦潟

★いて座・Ａ型

( )１歳
３か月

熱
中
症
と
は

高
温
多
湿
な
状
況
下
で
生
じ
る

障
害
を
総
称
し
た
も
の
で
、
大
き

く
４
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
熱
虚
脱
／
熱
失
神
（
日
射
病
）

皮
膚
血
管
が
拡
張
し
て
脳
に
血

液
を
十
分
に
送
る
こ
と
が
で
き
ず

起
こ
る
も
の
で
、
め
ま
い
・
失
神

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

②
熱
れ
い
れ
ん

高
温
多
湿
の
環
境
で
大
量
の
汗

を
か
き
、
水
だ
け
し
か
補
給
し
な

か
っ
た
た
め
、
血
液
の
塩
分
補
給

が
低
下
し
て
、
足
・
腕
・
腹
部
の

筋
肉
に
痛
み
を
伴
っ
た
け
い
れ
ん

が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

③
熱
疲
労

脱
水
状
態
の
こ
と
で
、
頭
痛
・

吐
き
気
・
め
ま
い
・
脱
力
感
・
倦

怠
感
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
処
置

が
遅
れ
る
と
熱
射
病
に
進
行
す
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

④
熱
射
病

脳
の
体
温
調
節
中
枢
が
機
能
障

害
を
起
こ
し
、
体
温
調
節
が
不
可

能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
危
険
な
状

態
で
、
反
応
が
鈍
い
、
言
動
が
お

か
し
い
な
ど
の
意
識
障
害
が
起
こ

り
、
最
終
的
に
呼
吸
停
止
か
ら
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

☆
予
防
を
す
る
に
は

▽
運
動
や
作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩

を
と
り
、
な
る
べ
く
涼
し
い
時

間
帯
に
行
う

▽
直
射
日
光
を
防
ぐ
た
め
帽
子
な

ど
を
か
ぶ
る

▽
通
気
性
の
良
い
涼
し
い
服
装
に

心
が
け
る

▽
炎
天
下
で
の
運
動
や
作
業
で
は

少
な
く
と
も
30
分
に
１
度
は
水

分
補
給
を
す
る
（
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
を
薄
め
た
も
の
が
最
適
）

▽
普
段
か
ら
新
鮮
な
フ
ル
ー
ツ
と

野
菜
を
含
む
食
事
を
摂
る

☆
応
急
手
当
の
方
法
は

▽
日
陰
で
風
通
し
が
良
い
と
こ
ろ

で
、
足
を
高
く
し
て
休
ま
せ
る

▽
服
装
の
ボ
タ
ン
・
ベ
ル
ト
な
ど

を
ゆ
る
め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
を
飲
ま
せ
る

▽
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
で
脇
の
下

を
冷
や
す

▽
回
復
後
で
も
免
疫
が
低
下
し
て

い
る
の
で
無
理
を
し
な
い

※
う
わ
ご
と
を
言
っ
た
り
、
意
識

が
無
い
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
要
請
し
、
到
着
ま
で
の

間
、
風
通
し
の
良
い
涼
し
い
場

所
で
、
頭
を
高
く
し
て
体
を
水

で
冷
や
し
、
大
き
な
動
脈
の
部

分
（
首
・
腹
・
脇
・
足
の
付
け

根
な
ど
）
を
氷
で
冷
や
す

暑
い
時
に
作
業
や
運
動
を
し
て

い
て
体
調
の
変
化
を
感
じ
た
ら
、

十
分
に
水
分
を
と
り
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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今
月
は
、

『
熱
中
症
』に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

熱
中
症
は
、
一
年
を

通
し
て
全
体
の
９
割

が
７
月
〜
８
月
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
こ
れ
を
読
ん

で
、
予
防
と
対
策
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
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２日～26日（毎週火・金）

●牧島女子ナイターバレーボール大会

19時半開会　牧島小学校

７日（日）

●いまり川くだり

親子いかだづくり大会

９時開会　伊万里川河畔

15日（月）

●山代町民球技大会

８時半開会　山代中学校ほか

18日（木）

●黒川町ナイターソフトボール大会

19時半開会　黒川小学校

28日（日）

●波多津町民ソフトボール大会

７時半開会　波多津運動広場ほか

●南波多町子ども会連合会キックベー

スボール・ミニバレーボール大会

７時半開会　南波多小学校

９月４日（日）

●大坪地区球技大会

８時半開会　大坪小学校ほか

●大川内町民バレーボール大会

８時15分開会　国見台体育館

●山代町民体育大会

８時半開会　山代中学校

６日（土）

●市子ども会連合会キックベース

ボール・ミニバレーボール大会

８時半開会　国見台球技場ほか

７日（日）

●伊万里ラジオ体操会

６時20分開会　国見台陸上競技場

８月の市民スポーツ

８月の町民スポーツ

伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
中
学
校
水
泳
大
会

①
宮
本
政
一
（
啓
）
②
小
松
眞

也
（
国
）

【
１
５
０
０
㍍
自
由
形
】

①
宮
本
政
一
（
啓
）

【
１
０
０
㍍
平
泳
】

①
浦
圭
司
（
伊
）
②
宮
本
潤
一

（
啓
）
③
荒
木
秀
平
（
伊
）

【
２
０
０
㍍
平
泳
】

①
宮
本
潤
一
（
啓
）
②
浦
圭
司

（
伊
）
③
永
野
大
熙
（
伊
）

【
１
０
０
㍍
背
泳
】

①
中
村
幸
栄
（
国
）
②
渡
邊
誠

（
伊
）
③
山
口
貴
樹
（
伊
）

【
２
０
０
㍍
背
泳
】

①
中
村
幸
栄
（
国
）
②
前
田
祟

善
（
伊
）
③
藤
田
佳
嵩
（
伊
）

【
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
小
松
善
生
（
国
）
②
渡
邊
誠

（
伊
）
③
松
本
千
弘
（
青
）

【
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
松
本
千
弘
（
青
）

【
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
原
田
悠
（
国
）
③
永
野
大
熙

（
伊
）

【
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
前
田
修
造
（
国
）

【
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

①
国
見
中
②
伊
万
里
中
③
啓
成
中

【
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

①
国
見
中
②
伊
万
里
中
③
啓
成
中

◆
女
子

【
総
合
】
②
啓
成
中
③
伊
万
里
中

④
青
嶺
中
⑤
国
見
中
⑥
南
波
多
中

【
50
㍍
自
由
形
】

①
前
田
真
嘉
（
国
）
②
前
田
莉

沙
（
南
）

【
１
０
０
㍍
自
由
形
】

①
前
田
真
嘉
（
国
）
②
前
田
莉

沙
（
南
）

【
２
０
０
㍍
自
由
形
】

②
橋
口
芽
衣
（
伊
）

【
４
０
０
㍍
自
由
形
】

②
島
田
愛
（
伊
）

【
８
０
０
㍍
自
由
形
】

②
渕
上
志
穂
（
伊
）

【
１
０
０
㍍
平
泳
】

①
小
川
絵
莉
花
（
啓
）
大
会
新

【
２
０
０
㍍
平
泳
】

①
小
川
絵
莉
花
（
啓
）
大
会
新

③
力
武
由
佳
（
伊
）

【
１
０
０
㍍
背
泳
】

②
山
下
光
（
伊
）
③
坂
本
彩
夏

（
青
）

【
２
０
０
㍍
背
泳
】

②
山
下
光
（
伊
）

【
１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
久
地
浦
雅
子
（
啓
）

【
２
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
久
地
浦
雅
子
（
啓
）
②
金
武

千
波
（
啓
）

【
２
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
金
武
千
波
（
啓
）
②
松
尾
知

香
（
啓
）

【
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
松
尾
知
香
（
啓
）

【
４
０
０
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
】

①
啓
成
中
大
会
新
③
伊
万
里
中

【
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
】

①
啓
成
中
大
会
新
③
青
嶺
中

梅
雨
空
の
中
を
力
泳
！

伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
中
学
校

水
泳
大
会
が
７
月
４
日
、
東
陵
中

学
校
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
雨
が
降
る
あ
い

に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
選
手
た

ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
力
い
っ
ぱ
い
水
し
ぶ

き
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。(

個
人
の
学
校
名
は
略
称
表
示
）

◆
男
女
【
総
合
】
②
伊
万
里
中
③

啓
成
中
④
国
見
中
⑥
青
嶺
中

◆
男
子

【
総
合
】
①
伊
万
里
中
②
国
見
中

④
啓
成
中
⑥
青
嶺
中

【
50
㍍
自
由
形
】

②
原
田
悠
（
国
）
③
小
松
善
生

（
国
）

【
１
０
０
㍍
自
由
形
】

②
中
川
健
太
郎
（
啓
）
③
前
田

修
造
（
国
）

【
２
０
０
㍍
自
由
形
】

①
中
川
健
太
郎
（
啓
）
②
山
口

貴
樹
（
伊
）

【
４
０
０
㍍
自
由
形
】



全九州高校体育大会
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市
長
旗
争
奪
　
第
27
回

伊
万
里
市
中
学
生
野
球
大
会

山
代
中
全
員
野
球
で

９
年
ぶ
り
の
優
勝
！

市
長
旗
争
奪
第
27
回
伊
万
里
市

中
学
生
野
球
大
会
が
、
６
月
11
日

と
18
日
の
２
日
間
、
東
山
代
運
動

広
場
ほ
か
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
市
内
中
学
校
７
チ

ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
に
は
山
代

中
学
校
と
青
嶺
中
学
校
が
進
出
し

ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
山
代
中
が
序
盤

か
ら
得
点
を
重
ね
、
３
回
表
ま
で

に
３
対
０
と
試
合
を
優
位
に
進
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
青
嶺
中
も
粘

り
を
み
せ
、
３
回
裏
に
は
、
タ
イ

ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
２
点
を
返

し
ま
し
た
が
、
全
部
員
16
人
の
全

員
野
球
で
守
り
抜
い
た
、
山
代
中

が
そ
の
ま
ま
息
詰
ま
る
接
戦
を
制

し
、
３
対
２
で
み
ご
と
本
大
会
９

年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優
　
勝

山
代
中
学
校

準
優
勝

青
嶺
中
学
校

2007年　青春・佐賀総体
『この夏 佐賀に君色の風が吹く』

平成19年度全国高校総体に向け
伊万里市実行委員会が発足

伊万里商業ホッケー部男女
インターハイ出場決定!!

平
成
19
年
７
月
、
佐
賀
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
に
向
け
、
伊
万
里
市

実
行
委
員
会
の
設
立
総
会
が
７
月

８
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

総
会
に
は
、
伊
万
里
市
が
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
会
場
地
と
な
る
こ
と

か
ら
、
行
政
、
旅
館
、
飲
食
業
な

ど
の
関
係
団
体
の
代
表
者
約
80
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
大
会
期
間
中

は
選
手
、
役
員
な
ど
全
国
か
ら
約

１
万
人
が
集
ま
る
見
込
み
で
、
総

会
で
は
、
実
行
委
員
会
で
大
会
に

向
け
て
の
準
備
や
運
営
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

全
九
州
高
校
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
が
、
６
月
18
日
か
ら
20
日
ま

で
の
３
日
間
、
伊
万
里
商
業
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
、

伊
万
里
商
業
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
部
男

子
・
女
子
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑

さ
の
中
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

つ
か
む
た
め
、
男
女
と
も
に
最
後

ま
で
頑
張
り
抜
き
、
３
位
決
定
戦

で
男
子
は
延
岡
工
業
高
校
（
宮
崎
）

を
10
対
１
と
圧
勝
し
、
女
子
は
森

高
校
（
大
分
）
を
２
対
０
で
破
り
、

男
子
は
10
年
ぶ
り
、
女
子
は
11
年

ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決

め
ま
し
た
。



今
大
会
に
は
14
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
６
月
26
日
の
決
勝
戦
に
は
牧

瀬
工
業
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
が
進

出
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
息
詰
ま
る
投
手
戦

と
な
り
、
牧
瀬
工
業
の
エ
ー
ス
前

田
投
手
は
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
打
線

を
１
安
打
に
押
さ
え
、
三
塁
ま
で

走
者
を
進
め
る
も
、
落
ち
着
い
た

投
球
で
得
点
を

与
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

牧
瀬
工
業
打

線
も
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
ズ
投
手
の

継
投
の
前
に
、

５
回
ま
で
無
安

打
に
押
さ
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
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第
31
回
市
民
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
31
回
市
民
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
５
月
11
日
か
ら
６
月

26
日
に
か
け
て
、
国
見
台
球
技
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
１
部
に
19
チ
ー
ム
、

２
部
に
11
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
26
日
に
は
決
勝
戦
が
行
わ

れ
、
１
部
は
『
伊
万
里
ク
ラ
ブ
』

が
『
ヒ
ュ
ー
ピ
タ
ル
堀
田
』
を
７

対
０
で
下
し
、
２
部
で
は
『
山
の

サ
ナ
ー
レ
Ｓ
Ｃ
』
が
『
正
力
坊
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
を
９
対
６
で
破

り
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
な
お
、

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
部
】

優
　
勝
　
伊
万
里
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
ヒ
ュ
ー
ピ
タ
ル
堀
田

３
　
位
　
駒
鳴
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

笠
椎
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

※
１
部
の
上
位
４
チ
ー
ム
は
８
月

14
日
に
伊
万
里
市
で
行
わ
れ
る

佐
賀
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
２
部
】

優
　
勝
　
山
の
サ
ナ
ー
レ
Ｓ
Ｃ

準
優
勝
　
正
力
坊
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

３
　
位
　
東
分
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛

好
会
、
津
住
吉
会

優勝
１
部
　
伊
万
里
ク
ラ
ブ

２
部
　
山
の
サ
ナ
ー
レ
Ｓ
Ｃ

第32回市民早起き野球大会

牧瀬工業２年連続Ｖ

第
32
回
市

民
早
起
き
野

球
大
会
が
、

５
月
25
日
か

ら
６
月
26
日

に
か
け
て
、

国
見
台
野
球

場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

が
、
６
回
に
初
安
打
を
放
つ
と
、

２
ア
ウ
ト
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
み
、
最
後
は
フ
ル
カ
ウ
ン
ト
か

ら
四
球
を
選
び
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

で
、
み
ご
と
２
年
連
続
優
勝
を
飾

り
県
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

第７回市民インディアカ大会

第７回市民インディアカ大会が、７月
10日、国見台体育館で開かれました。
当日は、一般の部へ12チーム、女性の

部へ５チームが参加し、熱戦が繰り広げ
られました。
なお、試合結果は次のとおりです。

【一般の部】
優　勝 東山代Ａ
準優勝 東山代Ｂ
３　位 坂本家、松浦インディアカＡ

【女性の部】
優　勝 サウスウェーブ
準優勝 大坪チーム
３　位 みなみインディーズ

強さが光った東山代チーム



25 2005.8

ぼ
し
ゅ
う

◆
犬
の
引
き
取
り
と
野
犬
の
捕
獲

休
み
期
間
　
８
月
12
日
〜
15
日

◆
し
尿
く
み
取
り

休
み
期
間
　
８
月
13
日
〜
16
日

※
ご
み
の
収
集
と
環
境
セ
ン
タ
ー

は
通
常
業
務
で
す

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
８
４
）

毎
年
８
月
は
『
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
』、
８
月
10
日
は
『
道
の
日
』

で
す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ

の
道
路
を
い
つ
ま
で
も
広
く
、
美

し
く
、
そ
し
て
安
全
に
利
用
す
る

た
め
、
ゴ
ミ
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ

イ
捨
て
や
不
法
占
用
を
な
く
し
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

県
営
住
宅
に
空
室
が
で
き
た
と

き
に
順
次
入
居
で
き
る
、
入
居
予

備
者
を
募
集
し
ま
す
。

●

申
込
資
格

県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居

お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

舟
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

◆
日
　
時

８
月
15
日
（
月
）

午
後
７
時
〜
10
時

◆
場
　
所

◇
水
に
浮
く
も
の

岩
栗
橋
か
ら
松
島
橋
の
間
で
流

し
て
く
だ
さ
い

◇
水
に
沈
む
も
の

船
屋
橋
下
流
の
川
落
と
し
合
戦

場
に
祭
壇
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
お
供
え
し
て
、
川

に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

くらしのお
知
ら
せ

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

県

営

住

宅

入
居
予
備
者
募
集

お
盆
の
精
霊
流
し
は

時
間
と
場
所
を
守
っ
て

資
格
が
必
要
で
す

※
詳
細
は
『
入
居
予
備
者
登
録
申
請

の
し
お
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●

募
集
団
地

立
花
、
岩
栗
ヶ
丘
、
岩
栗
ヶ
丘

第
二
、
岩
栗
ヶ
丘
第
三

●

申
込
書
の
配
布

９
月
１
日
（
木
）
〜

●

受
付
期
間

９
月
５
日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

【
公
開
抽
選
会
】

●

日
　
時

９
月
21
日
（
水
）

▽
受
　
付
　
午
後
１
時
半
〜

▽
抽
選
会
　
午
後
２
時
〜

●

会
　
場

伊
万
里
総
合
庁
舎
別

館
２
階
中
会
議
室

●

問
合
先

佐
賀
県
住
宅
供
給
公

社
伊
万
里
分
室
（
伊
万
里
総
合

庁
舎
別
館
）（
1
⑳
４
５
１
１
）

●

テ
ー
マ
『
わ
が
家
の
交
通
安
全
』

交
通
安
全
に
つ
な
が
る
家
庭
で
の

会
話
や
独
自
の
工
夫
な
ど
の
実
践

例
を
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い

●

応
募
区
分

▽
小
学
生
の
部

▽
中
学
生
の
部

▽
父
親
・
母
親
、
一
般
の
部

▽
高
齢
者
の
部
（
65
歳
以
上
の
人
）

●

応
募
方
法

【
小
学
生
・
中
学
生
】

８

月

10

日

は

道

の

日

で

す

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以

内
（
題
名
を
つ
け
る
こ
と
）
①
応

募
区
分
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④

学
校
名
、
⑤
学
年
、
⑥
学
校
所
在

地
・
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と

【
父
親
・
母
親
、
一
般
、
高
齢
者
】

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以

内
（
題
名
を
つ
け
る
こ
と
）
①
応

募
区
分
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④

年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥
電
話
番
号
、

⑦
応
募
動
機
を
明
記
の
こ
と

●

応
募
期
限
　
９
月
10
日
（
土
）

●

応
募
・
問
合
先

0
１
０
１
‐

０
０
２
１
　
東
京
都
千
代
田
区

外
神
田
２
‐
２
‐
17

共
同
ビ

ル
　
6

日
本
交
通
福
祉
協
会

交
通
安
全
作
文
募
集
係
（
1
０

３
‐
３
２
５
５
‐
２
０
８
１
）

●

応
募
資
格
（
い
ず
れ
も
平
成
18

年
４
月
１
日
現
在
）

▽
一
般
曹
候
補
学
生

18
歳
〜
24
歳
未
満
の
人

▽
曹
候
補
士

18
歳
〜
27
歳
未
満
の
人

▽
二
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

18
歳
〜
27
歳
未
満
の
人

●

応
募
期
限
　
９
月
８
日
（
木
）

※
二
等
陸
・
海
・
空
士
の
男
子
に

つ
い
て
は
随
時
受
け
付
け

●

問
合
先

自
衛
隊
武
雄
募
集
事
務

所
（
1
０
９
５
４
@3
８
３
０
４
）

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

作

文

を

募

集

自

衛

官

募

集

くらしの 
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８
月
７
日
（
日
）

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用

を
目
的
と
し
て
、
第
10
回
伊
万

里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催

し
ま
す
。

当
日
は
、
家
庭
で
ま
だ
使
え

る
け
れ
ど
不
用
と
な
っ
て
い
る

物
品
を
持
ち
寄
っ
て
バ
ザ
ー
を

行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
日
用
雑

貨
や
衣
類
、
陶
磁
器
な
ど
を
持

ち
寄
っ
て
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時

９
月
23
日
（
金
）
秋
分
の
日

午
前
９
時
〜
正
午

●

会
　
場
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

出
店
資
格
者
　
市
内
在
住
の

16
歳
以
上
の
人
（
保
護
者
同

伴
の
場
合
は
16
歳
未
満
も
可
）

●

出
店
料
　
無
　
料

●

申
込
方
法
　
生
活
環
境
課
・

各
町
公
民
館
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）

●

申
込
期
限
　
８
月
29
日
（
月
）

※
出
店
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
先
着
順
で
締
め
切
り

ま
す

●

問
合
先

生
活
環
境
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
２
８
３
）

当
日
は
環
境
美
化
功
労
者

表
彰
式
も
行
い
ま
す
。

市
役
所
裏
の
職
員
駐
車
場

を
来
場
者
用
駐
車
場
と
し
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
ふ
る
っ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い

第10回

伊
万
里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

不
用
品
交
換
バ
ザ
ー

出
店
者
を
大
募
集
！
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●

期
　
日

９
月
14
日
（
水
）

●

会
　
場

武
雄
嬉
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●

参
加
費

２
０
０
０
円

※
プ
レ
イ
代
９
０
０
０
円
は
別
途

必
要
で
す

●

申
込
期
限
　
８
月
20
日
（
土
）

●

申
込
・
問
合
先

市
ゴ
ル
フ
協

会
事
務
局
（
1
@3
８
９
９
７
）

●

対
　
象

市
内
お
よ
び
近
郊
の
人

●

日
　
時
（
全
12
回
）
９
月
12
日

〜
12
月
５
日
ま
で
毎
週
月
曜
日

午
後
６
時
〜
８
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

日
火
曜
日
に
実
施
。
た
だ
し
、

10
月
24
日
は
休
講
し
ま
す

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

くらしの 

●

定
　
員
　
20
人

●

受
講
料
　
５
４
５
０
円(

全
12
回)

●

材
料
費
　
２
０
０
０
円(

全
12
回)

●

申
込
期
限
　
８
月
29
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す

●

申
込
・
問
合
先

市
民
セ
ン
タ
ー

（
1
@2
３
９
１
１
）

●

日
　
時

８
月
23
日
（
火
）

10
時
20
分

●

集
合
場
所
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
本
所

●

内
　
容
　
藤
の
尾
梅
園
見
学
、

一
次
加
工
施
設
見
学
、
梅
料
理

バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン
チ
な
ど

●

参
加
費
　
１
８
０
０
円

●

募
集
人
員
　
20
人
程
度

●

申
込
方
法
　
市
内
農
産
物
直
売

所
、
Ａ
コ
ー
プ
伊
万
里
店
・
黒

川
店
、
市
役
所
に
申
し
込
み
用

紙
と
応
募
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

●

申
込
期
限
　
８
月
15
日
（
月
）

●

問
合
先

農
業
振
興
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
７
８
）

●

試
験
日

10
月
21
日
（
金
）

●

受
付
期
間

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
出
場
者
募
集

2005.

し
け
ん

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
資
格
試
験

８月は『北方領土返還運動全国強調月間』です

市

民

セ

ン

タ

ー

茶

道

教

室

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

梅
料
理
で
夏
バ
テ
解
消

８
月
17
日
（
水
）
〜
22
日
（
月
）

●

受
験
資
格

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

同
じ
く
３
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
、
５
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

●

試
験
科
目

下
水
道
に
関
す
る

一
般
知
識
、
排
水
設
備
に
関
す
る

法
令
・
事
務
手
続
き
・
設
計
・
施

工
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

※
受
験
案
内
は
、
８
月
１
日
〜
22
日

ま
で
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す

●

申
込
・
問
合
先

下
水
道
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
４
９
）
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人のうごき
平成17年７月１日現在
●人口　59,215人　（－ 17）

男　28,270人　（－ 6）
女　30,945人　（－ 11）

●世帯　20,881世帯（＋ 13）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報　　　　　 2005-8
■発行日／平成17年８月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花町1355番地1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/

■印　　刷／山口印刷株式会社

東京都大田区 松尾
まつお

實
みのる

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

ふるさと伊万里大川町

『眉山会10周年記念総会盛大に開催』

皆
さ
ん
！
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
体
調

管
理
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

夏
の
風
物
詩
『
高
校
野
球
』
も
地
区
予
選
が

行
わ
れ
、
今
年
も
郷
土
伊
万
里
か
ら
甲
子
園
出

場
へ
の
願
い
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。『
勝
負
は

時
の
運
』
と
言
い
ま
す
が
、『
運
を
呼
び
込
む
力

は
実
力
か
ら
』
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
勝
つ
た
め

に
は
そ
れ
な
り
の
要
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

甲
子
園
出
場
を
夢
と
思
わ
ず
、
仲
間
を
信
頼
し
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
な
い
練
習
を
積
ん
で
、

来
年
こ
そ
大
舞
台
出
場
を
！
（
元
高
校
球
児
Ｋ
）

まるごと伊万里運営協議会事務局　牲090-5475-7356

会場で会員の皆さんと伊万里行進曲を踊る静


